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第第 11 章章  第４ ＤＸの推進 
 

１ ＤＸに係る取組 

 

東京都では、「シン・トセイ 都政の構造改革ＱＯＳ

アップグレード戦略」を令和３年３月に公表後、「シン・

トセイ」戦略を更新し、ＤＸの推進を梃子とした構造

改革を進めている。 

水道事業においても、気候変動や自然災害はもとよ

り、労働力人口の減少や感染症が発生する状況でも、

高度化するお客さまのニーズに的確に応え、事業を継

続していくために、より効率的・効果的に事業運営を

行っていく必要がある。 

当局では、ＤＸによる業務効率化や、サービス向上

の実現による東京都水道局の目指すべき姿を「スマー

ト水道」と定義し、その実現に向けた取組として「ス

マート水道プロジェクト」を実施している。引き続き、

都全体の動きを踏まえ、プロジェクトを推進するとと

もに、「シン・トセイ」戦略に係る取組にも、積極的に

取り組んでいく。 

 

（１）東京都水道局ＤＸ推進委員会 

 

 令和７年４月、局における業務の効率化及び高度化

並びにお客さまサービスの向上のため、生成ＡＩ等に

代表されるデジタル技術を活用し、ＤＸを推進してい

くことを目的に、東京都水道局ＤＸ推進委員会（以下

「委員会」という。）を設置した。 

 委員会では、局全体のＤＸに関する取組や、各部の

成功事例及び失敗事例も含めた成果を共有するほか、

局内だけではなく都庁全体のＤＸ取組状況の共有、ス

タートアップとの連携機会等を体系的に整理すること

等により、各部のＤＸ推進につなげていくこととして

いる。 

 

（２）水道ＩＣＴ情報連絡会 

 

 横浜市、大阪市等をはじめとした 23の水道事業体と

共同開催する水道ＩＣＴ情報連絡会では、水道事業体

間での情報共有を行うとともに、民間企業が保有する

新技術について提案を受け、局事業に活用可能な新規

施策の発掘を行っている。 

 

（３）「シン・トセイ」戦略に係る取組 

 

 「シン・トセイ」戦略に係る取組として、これまで行

政手続のデジタル化やＱＯＳ（クオリティ・オブ・サ

ービス）の向上などに取り組んでいる。行政手続につ

いては、令和８年度末 100％デジタル化を目標とした

取組を進めるとともに、ＱＯＳの向上については、デ

ジタルツールを活用した事業所の業務改革や、デジタ

ルによる手続を前提とした業務フローの見直し（ＢＰ

Ｒ）など、都民が「便利になった」と実感できるサービ

スの提供に向けた取組を行っている。 
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